
　

令
和
４
年
度
大
阪
府

　
　
　

在
宅
医
療
移
行
支
援
事
業

（
在
宅
医
療
普
及
促
進
事
業
）

在
宅
医
療
担
当
副
会
長　

米　

田　
　
　

円　

【
は
じ
め
に
】

　

大
阪
府
は
、
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
（
医
療
分
野
）
を
活
用
し

た
在
宅
医
療
の
理
解
促
進
の
た
め
の
普
及
啓
発
支
援
事
業
お
よ
び
体
制
強

化
事
業
と
し
て
、
平
成
30
年
度
よ
り
補
助
事
業
「
大
阪
府
在
宅
医
療
移
行

支
援
事
業
（
在
宅
医
療
普
及
促
進
事
業
）
」
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
開
始

さ
れ
た
当
初
か
ら
本
会
は
毎
年
事
業
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
令
和
４
年
度

の
事
業
目
的
は
、
令
和
３
年
度
と
同
様
で
「
在
宅
医
療
に
携
わ
る
医
療
従

事
者
等
の
理
解
促
進
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

【
補
助
対
象
事
業
】

　

在
宅
医
療
に
関
す
る
各
職
種
の
考
え
方
、
対
応
、
連
携
の
仕
方
に
関
す

る
研
修

【
事
業
実
施
内
容
】

　

本
事
業
実
施
に
あ
た
り
、
令
和
４
年
８
月
６
日
開
催
の
第
34
回
在
宅
医

療
を
考
え
る
会
に
て
協
議
し
た
結
果
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以

下C
O

V
ID

-
1
9

）
流
行
下
で
は
、
院
内
ス
タ
ッ
フ
が
感
染
す
る
こ
と
に
よ

り
業
務
遂
行
に
支
障
を
き
た
し
た
経
験
の
あ
る
医
療
機
関
が
数
多
く
見
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
感
染
症
流
行
下
に
お
け
る
事
業
継
続
計
画
（B

u
sin

ess 

C
o
n
tin

u
ity P

lan
:B

C
P

）
に
つ
い
て
研
修
会
を
「
第
12
回
在
宅
医
療
勉
強
会
」

と
し
て
企
画
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
主
に
在
宅
医
療
に
関
す
る
対
応
、

連
携
の
仕
方
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
「
感

染
症
流
行
時
に
お
け
る
医
療
現
場
で
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
」
と
し
ま
し
た
。

開
催
日
時
は
令
和
５
年
１
月
21
日
（
土
）
14
時
～
16
時
と
し
、
講
演
・
講

師
の
内
容
に
つ
い
て
は
２
部
構
成
と
し
、
講
演
１
：
演
題
「
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
に
お
け
る
病
院
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
と
活
用
」
、
講
師
：
北
野
病
院　

副
院

長
・
呼
吸
器
セ
ン
タ
ー
長　

福
井
基
成
先
生
（
本
会
理
事
）
、
講
演
２
：

演
題
「
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ａ
２
隊
に
学
ぶ
私
た
ち
の
備
え
」
、
講
師
：
医
療
法
人　

奥
内
科
・
循
環
器
科　

院
長　

奥 

知
久
先
生
に
決
定
し
ま
し
た
。
予
め
、

福
井
先
生
に
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
の
総
論
的
な
内
容
、
奥
先
生
に
は
在
宅

医
療
現
場
に
お
け
る
具
体
的
な
対
応
や
連
携
内
容
に
関
す
る
ご
講
演
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
な
お
、C

O
V

ID
-
1
9

流
行
の
収
束
に
目
途
が
つ
い
て
い

る
ー
む
302	

シ
リ
ー
ズ
２
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な
い
と
い
う
予
測
の
も
と
、
当
日
は
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
、
会
場
参

加
お
よ
びW

eb

参
加
（Z

o
o
m

）
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
内
の
飛
沫
感
染
防
止
策
と
し
て
、
参

加
者
全
員
に
マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
し
、
座
席
間
隔
を
確
保
、
演
台
や
司

会
者
席
の
前
に
は
透
明
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置
し
ま
し
た
（
図
１
）
。
冒
頭
、

本
会
会
長
で
あ
る
本
出
肇
先
生
（
図
２
）
の
ご
挨
拶
の
後
、
西
平
綾
子
先

生
（
本
会
理
事
）（
図
３
）
の
司
会
進
行
で
、
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
１
で
、
福
井
先
生
（
図
４
）
か
ら
は
配
布
資
料
を
基
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
総

論
を
ご
解
説
頂
い
た
な
か
で
、
先
ず
は
予
め
計
画
を
立
て
て
お
く
こ
と
が

重
要
と
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
企
業
で
策
定
さ
れ
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
医
療
機
関
で

策
定
さ
れ
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
の
相
違
点
と
し
て
、
人
（
職
員
の
み
な
ら
ず
家
族
）

を
守
る
こ
と
、
発
災
後
初
期
よ
り
事
業
に
対
す
る
需
要
が
高
ま
る
こ
と
、

公
益
性
や
専
門
性
が
高
く
、
逸
早
く
事
業
回
復
と
機
能
維
持
が
必
要
に
な

る
こ
と
等
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
北
野
病
院
で
２
０
２
２
年
６
月
に
策
定

さ
れ
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
、
策
定
に
至
る
経
緯
や
導
入
後
の
メ
リ
ッ
ト
・

効
果
な
ど
の
ご
報
告
を
頂
き
、
特
にC

O
V

ID
-
1
9

流
行
時
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
レ
ベ

ル
を
設
定
し
、
各
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
対
応
を
す
る
こ
と
で
診
療
業
務
へ
影

響
を
減
ら
す
工
夫
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
診
療
所
に
お
い
て
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策

定
す
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
経
営
者
と
し
て
考
え
る
こ
と
、
平

時
か
ら
の
感
染
予
防
対
策
を
し
て
お
く
こ
と
、
人
を
守
る
こ
と
が
肝
要
で

図１：会場風景

図２：本出肇　会長

図３：西平綾子　先生

図４：福井基成　先生
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あ
る
と
と
も
に
、
自
施
設
（
機
関
型
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
か
ら
地
域
全
体
と
し
て
Ｂ

Ｃ
Ｐ
（
地
域
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
策
定
に
取
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
強
調
さ
れ

ま
し
た
。
講
演
２
で
、
奥
先
生
（
図
５
）
か
ら
は
こ
れ
ま
で
の

C
O

V
ID

-
1
9

流
行
下
に
お
い
て
、
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ａ
２
隊
が
互
助
的
に
形
成
さ
れ

た
経
緯
や
主
治
医
不
在
、
ワ
ク
チ
ン
未
接
種
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
低
下
等
の
理
由
で

在
宅
療
養
中
の
方
に
対
し
て
活
動
し
た
具
体
的
内
容
を
ご
報
告
頂
き
ま
し

た
。
続
い
て
自
施
設
内
で
感
染
者
が
発
生
し
た
と
き
や
在
宅
療
養
者
へ
の

訪
問
の
際
の
対
処
法
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
な
か
で
新
規
患
者
を

受
け
入
れ
る
と
き
の
課
題
と
し
て
、
コ
ス
ト
や
物
資
の
問
題
が
あ
る
こ
と

を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
在
宅
療
養
者
を
訪
問
す
る
た
め
の
救
急
機
能
整
備

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
に

は
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
型
の
訪
問
診

療
チ
ー
ム
作
り
が
肝
要
で
あ
る

と
し
、
そ
こ
で
は
「
人
」
と
し
て

行
政
（
区
）・
医
・
介
連
携
、
「
情

報
」
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｍ
Ｃ

Ｓ
：M

ed
ical C

are S
tatio

n

）
活

用
、
「
物
・
金
」
と
し
て
府
医
師

会
か
ら
の
支
援
が
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
と
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
所
属

さ
れ
て
い
る
旭
区
で
の
取
り
組

み
内
容
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
各
々
の
講
演
終
了
後
に
は
質
疑
応
答
が
あ
り
、
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
の
研
修
会
は
今
後
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
を
検
討
し
て
い
く
う
え
で

大
変
貴
重
な
内
容
で
し
た
。
参
加
人
数
は
、
26
名
（
医
師
13
名
、
看
護
師

９
名
、
保
健
師
１
名
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
名
）
、
こ
の
内
、
会
場
参

加
10
名
、W

eb

参
加
16
名
で
し
た
。

　

研
修
会
終
了
後
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
回
答
率
：
69
・
２
％
）

に
よ
る
と
、
全
員
か
ら
講
演
１
、
２
と
も
に
「
大
変
良
か
っ
た
」
、「
良
か
っ

た
」
と
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
講
演
１
に
つ
い
て
は
、
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
内
容
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
意
見
が
多
く
、
特

に
訪
問
看
護
事
業
所
に
は
令
和
６
年
３
月
末
ま
で
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
「
参
考
に
な
っ
た
」
と
い
う
意
見
を
多

数
頂
い
て
お
り
ま
す
。
講
演
２
に
つ
い
て
は
、
「
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ａ
２
隊
の
活
動

内
容
を
実
際
に
知
る
と
と
も
に
、
感
染
症
流
行
下
に
お
け
る
多
職
種
間
の

連
携
や
情
報
共
有
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
」
と
い
う
意
見
が
目
立
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
他
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
「
貴
院
（
事
業
所
）
で
、

職
員
の
コ
ロ
ナ
感
染
が
判
明
し
、
事
業
継
続
が
困
難
に
な
っ
た
経
験
は
あ

り
ま
し
た
か
？　

ま
た
そ
の
際
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
ら
れ
ま
し
た

か
？
」
と
い
う
質
問
を
追
加
し
ま
し
た
が
、
そ
の
回
答
結
果
か
ら
は
、
や

は
り
職
員
が
コ
ロ
ナ
感
染
し
た
施
設
は
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
事
業
を
縮
小
し

た
り
、
別
の
職
員
が
業
務
を
カ
バ
ー
し
た
り
、
派
遣
会
社
に
依
頼
し
た
り
、

電
話
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
切
り
替
え
た
り
、
色
々
な
工
夫
を
さ
れ
て
い

る
様
子
が
分
か
り
ま
し
た
（
図
６
）
。

図５：奥　知久　先生
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令和 5年 1月 21 日（土）14：00 ～　　北区医師会館　5階　中島谷ホール

テーマ：「感染症流行時における医療現場での BCP について」

講演Ⅰ：演題「パンデミックにおける病院 BCP の策定と活用」

講　師：北野病院　副院長・呼吸器センター長　福井基成　先生

講演Ⅱ：演題「KISA2 隊に学ぶ私たちの備え」

講　師：医療法人　奥内科・循環器科　院長　奥　知久　先生

参加人数　26 名

（医師 13 名、看護師 9名、ケアマネジャー2名、保健師 1名、コーディネーター1名）

（会場 10 名、Web 16 名）

アンケート回答人数　18 名（回答率 69.23％）

（ 1）ご職種を教えてください。

　　 医師　　　　　　　 8 名（44.44％）

　　 看護師　　　　　　 7 名（38.88％）

　　 ケアマネジャー　　 1 名（ 5.56％）

　　 保健師　　　　　　 1 名（ 5.56％）

　　 コーディネーター　 1 名（ 5.56％）

（ 2）講演 1の内容について

　　 大変よかった　　　16 名（88.89％）

　　 よかった　　　　　 2 名（11.11％）

　　 良くなかった　　　 0 名（ 0.00％）

　　 わからない　　　　 0 名（ 0.00％）

（ 3）講演 1の内容について、感じたことやご意見があればお聞かせください

（12 件の回答）

　 ・診療所における BCP の在り方について勉強になりました。

　 ・今後 BCP について考えたいですが、個人ではなかなか難しいと感じています。

　 ・これからも北区医師会と病院との連携をお願いします。

　 ・地域での多職種、多施設、BCP の策定に向けて頑張っていきたいと思います。

　 ・われわれの周囲での BCP について知ることができた。

　 ・わかりやすく聞きやすい話だった。

　 ・�コロナ禍での経験を生かして、感染症パンデミック時でも医療を継続していくた

めにやるべき事を考える必要があると思いました。

　 ・�北野病院の BCP を具体的に紹介いただき、とてもわかりやすかったです。BCP 作

成の必要性は痛感していますが、具体的にどのように進めたらいいのか、どこか

ら着手すべきか悩んでいたので、参考になりました。COVID-19の対策に関しては、

当ステーション内での方針をつい先日見直したのですが、職員陽性後 8日目から

検査なしで出勤、10 日目までは患者がマスクを外す場面は除外するなど、北野

図６：第 12 回北区在宅医療勉強会アンケート結果
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病院の方針と同じだったので、自分たちの対策が間違っていなかったと再確認で

きました。そういう意味でも、情報の開示、共有はとても有効だと思いました。

　 ・�今後、訪問看護ステーション BCP の話し合いで参考にさせて頂きたいと思います。

　 ・�BCP についてわかりやすく教えていただき勉強になりました。ステーションの

BCP を作成しないといけないのですがなかなかできておらず、教えて頂いたこと

を参考に検討していきたいと思います。

　 ・�どのレベルの災害がきてもスタッフの安全も守りつつ必要な医療が必要な方に提

供できるよう、平常時からの経営者レベルから現場までの準備や対応が必要なこ

とが理解できました。北野病院の事例から具体的に学べてよかったです。

　 ・病院 BCP の策定、コロナ BCP の対応について実際を学ぶことができた。

　 ・実際の北野での対応方法や行動制限基準が見れて良かったです。

（ 4）講演 2の内容について

　　 大変よかった　　　　13 名（72.22％）

　　 よかった　　　　　　 5 名（27.78％）

　　 まあまあ　　　　　　 0 名（ 0.00％）

　　 良くなかった　　　　 0 名（ 0.00％）

（ 5）��講演 2の内容について、感じたことやご意見があればお聞かせください（ 9件の回答）

　 ・行動力が大事

　 ・北区で多職種連携の緊急時に進化がますます必要と考えました。

　 ・KISA2 隊 + αについて知ることができ、そのスケールの大きさに感銘しました。

　 ・�BCP というとハードルが高く感じますが、業務を続けるための対策、知恵という

視点で具体的にお話しいただけたので、日々の業務に落とし込んで現状の方法の

振り返りや今後の対策を考える事から始めたのでいいと、改めて確認できまし

た。

　 ・�いつもお世話になっている KISA2 隊の先生のお話しは共感することが多く、また

勉強になりました。

　 ・�KISA2 隊という区を超えた先生方のコロナ渦での活動が学べ、とても刺激になり

勉強にもなりました。一人では無理なことも皆で集まり、知恵を出し合い、新し

い形を作り、目指す形を模索しながら進んでいく大切さを感じました。

　 ・情報共有する事の大切さ、そのシステムを作ることが大切と思いました。

　 ・�地域におけるコロナ診療や KISA2 隊の活動について学ぶことができた。BCP 策定

について情報共有ツールをどのように活用していくのか課題だと感じた。

　 ・第 6、7、8波の実情が学べてよかったです。

　 ・�利用者様の家族がコロナに感染し入院、残された高齢者（要支援 2）の支援をど

うするのか。母子 2人暮しでどちらも陽性で外出できないケース。ヘルパーも訪

問看護も入っていなかったため支援物資の段取りや食料調達して玄関先に置い

て帰ったりしました。重症で入院やホテルに行かれた方の支援より、コロナかど

うか ?のグレーゾーンの方の支援が一番困りました。奥先生の取り組み、頭が下

がります。幸い北区の先生方は発熱外来をされているところも多く診察拒否され

る事無く検査していただきました。
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（ 6）�貴院（事業所）で、職員のコロナ感染が判明し、事業継続が困難となった経験は

ありましたか ?またその際、どのような対応をとられましたか ?（12 件の回答）

　 ・他のスタッフがカバー

　 ・看護師が自宅で感染したが、派遣会社にお願いして代替の方が来て頂けた。

　 ・�職員の感染は単発だったので、大きな問題は無かったですが、医師が感染した時

は、電話対応で定期処方のみ行いました。

　 ・�当院では受付事務は 2人のみで 1人はコロナ感染、他の 2人は濃厚接触者になり

ましたが、別々のタイミングだったのでお互いにカバーしながら何とか乗り切れ

ました。

　 ・�第 7派、医師、看護師以外コロナになり、外来診療は定期薬以外ストップになり

ました。往診、老人施設対応は継続。

　 ・看護師 2人と事務 1人が感染した時、医師が発熱した時に難渋しました。

　 ・�第 7派、第 8派で複数のスタッフに感染が判明しましたが、外来を一部縮小（発

熱外来の受け入れを減らす等）で対応しました。

　 ・�職員のコロナ感染はありましたが、事業継続困難に至ることは、現在の所ありま

せん。

　 ・�看護スタッフがコロナで出勤できなくなり、普段とは別のスタッフが代わりに訪

問しました。普段から急な欠勤に備えて二人のスタッフが交互に訪問するなど

し、一人の看護師しか訪問できない事がないようにしています。今回は、一人ず

つ欠勤したので対応できましたがスタッフ全員が同時にコロナで出勤できず、ス

テーションを一時閉める事態も想定して他ステーションと連携できるよう管理

者同士での話し合いがあったようです。

　 ・�コロナ対応をしていますが、事業継続が困難になったことは今のところありませ

ん。そのようになった時のことを考えておかないといけないと思います。

　 ・�療養先から、オンラインで会議参加したり、別の職員にケースを引きつぎ、訪問

や対応を代わってもらう等。

　 ・�事業継続困難事例はなかったですが、人数が少ないので対策を取る必要があると

思いました。

　 ・�ケアプランセンターではコロナ感染者は職員 1名だけで影響は少なかったのです

が、管理者が 3回濃厚接触者になって自宅待機となりました。待機中は電話で仕

事をして対応しました。3 回とも陰性でしたが自宅待機明けの数日は仕事に追わ

れました。自事業所はヘルパーステーション併設でヘルパーさんがコロナで人手

不足の時、利用者の通院介助を交代して協力していますが長時間拘束され本来の

仕事ができずなかなか大変です。

（ 7）�次回の勉強会の参考とさせて頂きますので、開催内容のご希望などお聞かせ下さ

い。（ 4件の回答）

　 ・BCP 第 2 弾

　 ・�今日の研修でも何度か言われていました「面で支える」為の連携は、COVID-19

の対策に限らず重要だと思います。医療機関、訪問看護、訪問介護、居宅の情報

共有と連携の場となるような勉強会を希望します。

　 ・地域での精神疾患の方への治療、病院との連携など教えていただきたいです。
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政
府
の
地
震
調
査
委
員
会
に
よ
る
と
、
南
海
ト
ラ
フ
で
今
後
20
年
以
内

に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
８
～
９
級
の
地
震
が
発
生
す
る
確
率

（
２
０
２
３
年
１
月
１
日
現
在
）
は
、
前
年
の
「
50
～
60
％
」
か
ら

「
60
％
程
度
」
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
い
つ
地
震
が
起
き
て
も
不
思
議
で
は

な
い
状
況
な
の
で
、
備
え
を
進
め
る
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

感
染
症
流
行
時
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
が
、
本
来
Ｂ
Ｃ

Ｐ
は
オ
ー
ル
ハ
ザ
ー
ド
（
全
災
害
対
応
型
）
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
わ
れ
、

原
因
が
感
染
症
流
行
の
み
な
ら
ず
、
何
で
あ
っ
た
と
し
て
も
重
要
業
務
の

継
続
が
難
し
い
事
態
に
な
っ
た
時
に
発
動
さ
せ
、
業
務
の
継
続
や
早
期
復

旧
を
図
る
た
め
の
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
会
で
は
、
本
出
会
長
主
導

の
下
、
所
属
の
北
区
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
含
め
、

大
阪
市
（
北
区
）
付
近
で
大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
区
内
の
医
療
活

動
を
円
滑
に
開
始
し
継
続
で
き
る
よ
う
な
体
制
の
整
備
・
構
築
に
向
け
て
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
着
手
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
策
定
に
あ
た
り
ま
し

て
は
今
後
、
幾
度
も
検
討
を
重
ね
て
い
く
と
と
も
に
、
病
院
を
含
め
た
多

職
種
連
携
が
必
ず
必
要
で
あ
り
、
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
支
援
を
頂
く
こ
と

に
な
ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

【
最
後
に
】

　

本
事
業
実
施
に
あ
た
り
、
研
修
会
準
備
の
た
め
ご
尽
力
頂
い
た
本
会
事

務
局
員
の
方
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　 ・�病院からがん末期で在宅に戻るケースの対応が増えているので、がん末期の在宅

医療についての勉強会に参加したいです。

（ 8）�その他、ご意見、ご希望など、どのようなことでも結構ですのでお聞かせくださ

い（ 6件の回答）

　 ・�在宅診療の 24 時間対応に、将来的に不安があります。KISA2 隊の様に、地域で

訪問診療の当番制等の対応を検討出来ないでしょうか ?

　 ・何か参加型のものってないでしょうか。

　 ・�北区の勉強会に初めてさせていただきました。参加させていただき、とても良かっ

たです。今後ともよろしくお願いいたします。

　 ・�勉強会の開催をありがとうございました。いつもステーションで情報共有させて

頂いています。今後ともよろしくお願い致します。

　 ・�いつもありがとうございます。コロナ対応しているステーションがあるのにあま

り先生方には伝わっていないのかなと思いました。連携していきたいと思いま

す。

　 ・ありがとうございました。
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